「大丈夫か？日本のエネルギー安全保障」

（２００４．４．２１　北杜会２２０回月例会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人「２１世紀構想研究会」理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉英之（元読売新聞論説委員）

21世紀構想研究会
２１世紀構想研究会は、日本の科学技術立国実現を目指し、情報通信、バイオテクノロジー、新素材、精密機器、資源・エネルギー、先端医療、知的財産権など、さまざまな分野の調査研究を実施し、提言、啓発を行う活動を続けています。

大学、官庁、企業、マスコミなどを横断する任意の組織として８年前に結成し、「日本記者クラブ」（東京・内幸町）を例会場として、勉強会を重ね、一般公開の各種フォーラム開催や、内外の視察も実施しています。

３年前に法に基づく「特定非営利活動法人」（NPO法人）に衣替え。会員は馬場練成理事長（科学ジャーナリスト、元読売新聞論説委員）以下８０人。利根川進（ＭＩＴ教授）吉川弘之（産業技術総合研究所理事長、元東大総長）安西祐一郎（慶応大学塾長）

荒井寿光（内閣官房知的財産戦略推進事務局長）の４氏をアドバイザーに迎えています。

法人化に合わせて、「知的財産権」「生命科学と倫理」「エネルギー」の三つの委員会が発足しました。

エネルギー委員会
次に、小生（千葉 ）が担当するエネルギー委員会の取り組みのあらましを、かいつまんでご紹介します。発足以来「大丈夫か？日本のエネルギー安全保障」をメーンテーマにして、資源小国の日本に、将来にわたり、環境との調和に配慮しつつ、エネルギーの安定供給を図る戦略を多角的に模索しています。先進国中最低、自給率わずか４％というエネルギー事情は、日本を「油上の楼閣」化し、「油断」すれば、国家の存立基盤すら、危うくしかねません。その危機感に乏しい国民性にも、大いに問題があります。危機打開の方策の確立と、国民の意識改革の必要性を念頭に置きながら、論議しているところです。

　具体的、個別的テーマを例示しますと――――。

1 食糧の自給率（４０％）より低いエネルギーの自給率（４％）。深刻さの認識。

2 ８割を越える石油輸入の中東依存度の低減。

3 石油、天然ガス、石炭など化石燃料の消費抑制。

4 太陽光、風力、バイオマス、燃料電池など新エネルギーの開発と問題点。

5 首都圏供給電力の４割を占める原子力発電の安全確保と安定供給の必要性。

6 原子力発電の関連施設を忌避するＮＩＭＢＹ（Not　in　my　backyard）の風潮への懸念。国内では住民エゴとして、欧州では国家エゴとして顕在化。

7 産業、運輸、民生（国民生活）など各分野での省エネルギー対策の徹底。

8 地球温暖化防止対策。京都議定書に基づく温室効果ガスの削減目標の達成は、極めて困難な状況にある。

9 「地上の太陽」といわれる夢のエネルギー源「熱核融合炉」の開発促進と実用化の期待。（実用化は半世紀待ちになるか？）そして「国際熱核融合実験炉」（ITER）の日本（青森県）誘致の実現を。

10 経済の急成長で、エネルギー消費大国になりつつある中国が及ぼす国際的影響。

11 原子力の国際的平和利用の推進。イラン、北朝鮮などの核開発への疑惑。

12 日本のエネルギー戦略上、重要な石油産出国、イラクとの付き合い方。

キーワードは四つの「安」
以上、列挙したように、エネルギー問題は、複雑多岐にわたっています。エネルギー委員会では、一つ一つのテーマごとに、激変する内外の情勢をふまえながら、中長期的な視野で、掘り下げた論議を続けています。今回の北杜会の例会では、時間枠も限られておりますので、あまり細部には入り込まずに、多項目に及ぶ諸問題を、エネルギー安全保障のキーワードである「安心」「安全」「安価」そして「安定」の四つの「安」を切り口にして、包括的に俯瞰的にとらえて、私見を述べてみたいと思います。いわば、「私的エネルギー概論」といったところ。至らぬところは、ご容赦のうえ、皆さまから、ご批判、ご意見、ご提言をいただけると、幸いです。

以上

· 千葉　英之　（ちば　ひでゆき）　さいたま市在住。

1933年、仙台市生まれ。仙台二高４回卒、東北大卒。読売新聞編集記者を経て論説委員。読売土地問題調査会、読売国際経済懇話会両事務局長。退職後、東北電力調査役。現在、日本記者クラブ会員。NPO法人「２１世紀構想研究会」理事、エネルギー委員長。公職歴は中小企業審議会委員（通産省）通信販売広告基準委員（通産省）健康休暇委員（厚生省）店舗外消費者取引問題協議会委員（東京都庁）など。主な著書、論文は「健康で安全なくらし」（国土社）「大都市と土地政策」（有斐閣）「民間活力発揚に不可欠な土地問題の解決」（都市問題研究誌）「スーパー経営の実態と消費者対応」（経企庁・国民生活誌）など。

　　　趣味は作曲とギター。東芝より「大漁祝い船」を発表。現在、ﾊﾜｲｱﾝﾊﾞﾝﾄﾞ「南啓一とモレナエコーズ」に所属、東京、仙台を中心に年間、十数回のステージ。

　　　このバンドの母体は、二高時代の同期生５人で編成。2002年に結成５０周年記念コンサート（東北放送主催）を仙台サンプラザで開催、1900人が来場した。

